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ORACLE REAL APPLICATION 
TESTING 

 

主な機能と利点 

• Oracle Database 11g Enterprise Edition
の新しいデータベース・オプションで

ある Oracle Real Application Testing は、

システム変更に影響する評価タスクを、

数か月かかる複雑な本番環境であって

も数日単位にまで削減できます。 

• Oracle Real Application Testing の

Database Replay 機能は、最小のパ

フォーマンス・オーバーヘッドと最短

かつ最小限の労力をもたらす時間情報、

同時実効性、および依存性情報を含ん

だ実際の本番環境におけるワークロー

ドを取得できる、市場で唯一のテクノ

ロジです。 

• Database Replay 機能は変更の影響を

評価できるよう、取得したワークロー

ドをテスト・システムで再生します。 

• Oracle Real Application Testing の SQL 
Performance Analyzer 機能は、SQL 実

行計画の変更およびパフォーマンスに

よるデータベース環境の変更に対して、

詳細な影響分析を実行します。 

• 変更によって生じた分析および修正で

活用した既存の自己管理データベー

ス・インフラストラクチャは、包括的

なソリューションを提供します。 

• 本番環境を稼働する前に正確な変更の

検証を行うことで、システムのパ

フォーマンス、信頼性、およびサービ

ス品質が向上します。 

すべての企業は、IT インフラストラクチャの変更に取り組む必

要があります。それらの変更がインフラストラクチャにプラス

の影響を与えるものであったとしても、多くの変更は予想外の

望ましくない結果を伴います。そのため、企業には本番環境へ

変更を適用する前に、膨大な時間と労力を費やしてテスト環境

でのシステム変更に対する全影響を評価することが必要となり

ます。しかし、広範かつ高価なテストを実施しても、問題の多

くは本番環境でしか検知されません。その結果、企業は SLA を

満たすことができず、計画外停止および収益の損失を被ること

になります。Oracle Real Application Testing は、必要に応じて修

正処理を行いながら、変更の結果をテスト環境ですべて検証で

き、望ましくない影響を最小限に抑えた上で安全に本番環境へ

変更を適用できるという、非常にコスト効果が高く使いやすい

ソリューションを提供します。これにより、企業はパフォーマ

ンスの低下や停止といったマイナスの影響を受けることなく、

継続的に変更による利益を得ることができます。Oracle Real 
Application Testing には Database Replay 機能および SQL 
Performance Analyzer 機能の 2 つの独自機能があります。両機能

は、変更による本番環境への影響を評価する包括的で柔軟なソ

リューションを提供します。 

Oracle Real Application Testing 
ハードウェアやソフトウェアのアップグレード、アプリケーションへのパッチ

適用などのシステム変更は、企業にとって競争力の維持やコンプライアンスと

セキュリティという目的のために不可欠です。その結果、企業は広範なテスト

および検証を実施し、本番環境へ適用する前に変更による影響を評価します。

こうしたテストをさまざまなシミュレーション・ツールで実施しても、多くの

問題は本番環境に適用されるまで検知されず、システムのパフォーマンスや可

用性に悪影響を与えることになります。テストの成功率が低い主な理由は、実

際の本番環境におけるワークロードを既存のツールではテストできないことで

す。同様に、問合せ実行環境の変更は、多くの場合、システムのパフォーマン

スおよび可用性に影響を与えます。そのため、詳細な SQL 応答時間の評価や変

更に伴うすべての修正を実施することは、ビジネスを円滑に進める上で重要と

なります。 
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Oracle Real Application Testing のオプションには、実際のアプリケーションでシ

ステム変更による影響をテストする 2 つのソリューションである、Database 

Replay と SQL Performance Analyzer が含まれます。Database Replay は、変更に

よる全体的な影響を特定する上で、本番環境におけるすべてのワークロードを

テスト・システムで再生することにより、システム変更をテスト環境で効果的

にテストできます。SQL Performance Analyzer は、変更によって生じたさまざま

な SQL 実行計画やパフォーマンス統計情報を識別することで、SQL パフォー

マンスに対するシステム変更の影響を評価できます。 

Database Replay 
Database Replay は、原則的にテスト・システムで本番環境を再現することで、

システム変更に対して実用的なテストを実施します。これは、わずかなパフォー

マンス・オーバーヘッドから本番環境のワークロードを取得し、元のワークロー

ドの正確な時間、同時実効性、およびトランザクション特性を使用してテスト・

システムで再生することにより実施されます。この機能は、望ましくない結果、

新たな競合点、またはパフォーマンスの低下などの変更の影響に対して、完全

な評価を実現します。新たに発生するエラーやパフォーマンスの相違など、あ

らゆる潜在的な問題を特定できるように広範な分析やレポートが提供されます。

本番環境のワークロードの結果を正確に取得する機能により、ワークロードま

たはスクリプトのシミュレーションを構築する必要性が完全になくなるため、

大幅なコストおよび時間の削減につながります。その結果、これまでロード・

シミュレーション・ツール/スクリプトを使用して数ヶ月かかっていた複雑なア

プリケーションに対する現実的なテストも、Database Replay であれば最小限の

労力でも、たかだか 2 日程度で達成できます。Database Replay を使用すること

で、企業は非常に低いコストでシステム変更に対する全面的な信頼性を持つこ

とができ、本番環境への導入に関する負担を大幅に軽減できるのです。 

Database Replay の外部クライアントにおけるワークロードの取得は、データ

ベース・サーバー・レベルで実行されます。そのため、Database Replay ではデー

タベース層レベル以下に対して、次のようなさまざまなシステム変更の影響を

評価できます。 

• データベースのアップグレード、パッチ、パラメータ、スキーマの変

更など 

• シングル・インスタンスから RAC、ASM への変換などの設定変更 

• ストレージ、ネットワーク、相互接続の変更 

• オペレーティング・システム、ハードウェアの移行、パッチ、アップ

グレード、パラメータの変更 

中間層、クライアント、アプリケーション層などのデータベース・サーバー・

レベル以上のシステム変更は、Database Replay ではサポートされていません。

図 1 は、Database Replay の概要を示したものです。図で示すとおり、再生クラ

イアントを実行する再生ドライバはクライアントに依存しないため、ワーク

ロードを再生するための広範な中間層/クライアント環境を設定する必要があ

りません。これは、企業の時間および労力の大幅な削減につながります。 

Database Replay のプロセスは、主に次の 4 つのステップに分けることができます。 

i. ワークロードの取得 
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ワークロードの取得が有効な場合、Oracle Database に対するすべての外部クラ

イアントのリクエストは追跡され、ファイル・システムのキャプチャ・ファイ

ルと呼ばれるバイナリ・ファイルに保存されます。これらのファイルには、SQL

テキスト、バインド値、壁時計時刻、SCN など、再生に必要なコールのすべて

の関連情報が含まれます。 

 

図 1：Database Replay の概要 

ワークロードの取得の開始時間および終了時間はユーザーによって指定され、

実行中は外部データベース・コールに関するすべての情報がキャプチャ・ファ

イルに記述されます。ワークロードの取得処理は、負荷の高いシステムでもオー

バーヘッドの負荷を最小限に抑えられるよう、高い最適化が施されています。

Oracle Database Release 10.2.0.4 以降で取得されたワークロードは、Oracle 

Database 11g のリリースでも再生できます。 

 

図 2：ワークロードの取得のサマリー 

ii.ワークロードの処理 
ワークロードを一度取得した後は、キャプチャ・ファイルの情報をテスト・シ

ステムで処理することが推奨されます。この処理によって取得データが変換さ

れ、ワークロードの再生に必要なすべてのメタデータが作成されます。 
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iii.ワークロードの再生 
取得されたワークロードが一度処理されると、テスト・システムで再生する準

備が整います。テスト・システムにはシステム変更が適用され、データベース

はOracle Database 11gのSnapshot Standbyまたはその他の同等のメカニズムを用

いて、取得が開始される前の時点にリストアされます。再生では、テスト・シ

ステムの接続文字列、データベース・リンク、およびディレクトリ・オブジェ

クトに対してそれぞれを適切に再マップするよう設定できます。再生が実行さ

れると、”replay client”という特別なクライアント・プログラムがプロセス・ファ

イルのワークロードを再生します。また、取得システムと同等の時間および同

時実効性でデータベースにコールを送信し、本番環境と同等の負荷をかけます。

これにより、本番環境へ変更を適用する前に、テスト環境で変更によって生じ

るすべての不安定性やその改善策を特定できます。 

再生ドライバは、クライアントに依存する他にも、必要に応じて複数のホスト・

マシンを使用し、大規模なワークロードの取得を実行する、拡張性の高いマル

チスレッド・アーキテクチャを使用します。再生動作を制御するオプションに

は、思考時間やログイン時間のスケールアップまたはスケールダウン、および

同期のコミットの維持があります。これらのオプションは、システムの負荷/

ストレスのテストで使用できます。再生ドライバは、再生時に物理ロケータを

自動で再マップしたり、連続番号または GUIDS を維持したりできます。 

 

図 3：ワークロードの再生のサマリー 

iv.分析とレポート 
広範なレポートにより、取得および再生に対する詳細な分析を行うことができ

ます。 

 

図 4:提供されるパフォーマンス・レポートの種類 
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発生したすべてのエラーまたは返されたデータの相違がレポートされます。取

得および再生の間で基本的なパフォーマンスの比較が提供されます。その他に

は、高度な分析として AWR、ASH、および Compare Period レポートも利用で

きます。 

SQL Performance Analyzer 
SQL 実行計画に影響を与える変更は、システムのパフォーマンスおよび可用性

に深刻な影響を与えます。その結果、DBA はシステム変更によって回帰した

SQL 文の特定および修正に膨大な時間をかけることになります。SQL 

Performance Analyzer 機能は Database Replay と類似していますが、SQL 実行パ

フォーマンスに影響を与える環境変更すべてのパフォーマンス問題を予測し、

防止することに重点を置いています。SQL Performance Analyzer は、変更前およ

び変更後の環境に対して連続的に SQL 文を実行することで、SQL 実行計画や

統計情報における環境変化の影響を詳細に評価できます。レポートは、システ

ム変更および回帰された SQL 文によるワークロードの純便益で構成されます。

回帰した SQL 文については、適切な実行計画の詳細と共に推奨されるチューニ

ング方法が提供されます。SQL Performance Analyzer 機能は、既存の SQL Tuning 

Set（STS）および SQL Tuning Advisor 機能と統合されています。そのため、こ

れまで非常に大きい SQL ワークロード（何千もの SQL 文）への変更の影響を

評価するために時間をかけて手動で行っていた作業を、SQL Performance 

Analyzer は完全に自動化し、簡易化することができます。よって、SQL 

Performance Analyzer を使用することで、企業は実質的な改善に基づいた現実的

な結果に従い、大幅に低いコストかつ高い信頼性を持って、本番環境へのシス

テム変更を評価できるのです。 

SQL Performance Analyzer を使用できる一般的なシステム変更の例は、次のとお

りです。 

• データベースのアップグレード、パッチ、初期化パラメータの変更 

• オペレーティング・システム、ハードウェア、またはデータベースの

設定変更 

• 新規索引の追加、パーティショニングまたはマテリアライズド・ビュー

などのスキーマ変更 

• オプティマイザ統計情報の収集 

• SQL プロファイル作成などの SQL チューニング・アクション 

SQL Performance Analyzer の使用モデルは、次の 5 つの主要ステップで構成され

ます。 

• SQL ワークロードを取得する。Oracle Database は、SQL ワークロード

を最小限のパフォーマンス・オーバーヘッドでカーソル・キャッシュ

または Automatic Workload Repository（AWR）などの複数のソースから

取得し、SQL Tuning Set（STS）へ移すことができます。通常、本番環

境のデータベースから SQL ワークロードを取得し、STS をテスト環境

のデータベースへ転送します。データベースでは、SQL Performance 
Analyzer による変更の影響分析が実行されます。 

• SQL Tuning Set の実行による変更が行われる前にワークロードのパ

フォーマンスを計測する。 

• データベースのアップグレードまたはオプティマイザ統計のリフレッ

シュなどを変更する。 

• SQL Tuning Set の実行による変更を行った後でワークロードのパ

フォーマンスを計測する。 
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• SQL 文が改悪、改善、または変更されていないかどうかを特定するた

め、2 つの SQL Tuning Set の実行パフォーマンスを比較する。 

SQL ワークロードは一定期間をかけて段階的に取得し、STS へ転送することも

できます。さらに、STS の豊富なフィルタリングおよびランキング条件を使用

して、望ましくない SQL をフィルタリングできます。Oracle Database Release 

10.2.0.1 以降の STS に取得された SQL ワークロードは、Oracle Database 11g の

SQL Performance Analyzer で使用できます。SQL Tuning Set は、スタンドアロン

環境で SQL 文を再実行するのに必要なワークロード（SQL テキスト、解析ス

キーマ、実行計画、統計情報など）のすべての情報を格納します。SQL 

Performance Analyzer の機能と STS のシームレスな統合により、システム変更の

影響を評価するため、アプリケーション環境の設定にかかっていた膨大な時間

を排除することができます。 

 

図 5:SQL Performance Analyzer レポート 

SQL Performance Analyzer レポートには、ワークロード全体における変更の影響

と同様に、各 SQL 文への最終的な影響がまとめられています。SQL の実行頻

度は、最終的な影響を評価するため、ワークロードの重み付けに使用します。

さらに、レポートには改善点、回帰、およびパフォーマンス変更のない SQL も

リスト化されています。システム変更後に何らかの SQL 文のリグレッションが

ある場合、Oracle Database 11g の SQL Tuning Advisor 機能および SQL Plan 

Baselines 機能によりリグレッションを修正する推奨方法が提供されます。さら

に、システム変更を適用したテスト・システムで生成された実行計画を SQL 計

画ベースライン・リポジトリに適用することで、オプティマイザが最近検証し

た実行結果のみを取り出せるようにできます。SQL 計画ベースライン機能の適

用後にオプティマイザで生成されたすべての新規計画は、テスト実行を行うこ

とでデータベースによる自動的検証または DBA による手動検証を行うことが

できます。 
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図 6 は、実行計画、統計情報、および推奨情報との関連付けを行う前または後

のシステム変更における回帰 SQL の例を示します。 

関連製品とサービス 

Oracle Real Application Testing の

オ プ シ ョ ン を 、 次 の Oracle 
Database 11g 管理製品と併せて

使用することで、最大の利点を得

ることができます。 

関連サービス 

• Oracle Diagnostics Pack  

• Oracle Tuning Pack Oracle 
Configuration Pack  

• Oracle Change Management 
Pack  

 
• Oracle Provisioning Pack 

図 6:SQL Performance Analyzer レポート回帰 SQL ドリルダウン 
 

SQL Performance Analyzer は、オプティマイザ統計のリフレッシュやデータベー

スのアップグレードといった、日常的な管理業務によって発生したシステム全

体の SQL 文のパフォーマンス変更を特定できます。 

結論 
Oracle Real Application Testing のオプションは、本番環境へのシステム変更を検

証する強力で使いやすいソリューションを提供します。Oracle Real Application 

Testing の Database Replay 機能および SQL Performance Analyzer 機能は、本番環

境の導入におけるリスクを削減して企業コストを削減するという、同市場の他

社製品にはない、包括的で柔軟なソリューションを提供します。Oracle Real 

Application Testing は、高い信頼性の下で DBA の検証を支援し、変更によって

生じる悪影響を企業ユーザーが受ける前に修正アクションを実行することで、

重要な企業価値を高めます。 
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